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共通教育科目 「環境科学」を担当して
私が1996年9月に福井大学に赴任してきてから、ちょうど
10年になった。前任者が担当していた授業を全て引き継ぎす
るので、共通教育の 「環境科学」（当時は 「環境科学A」と言
う授業名だった)という授業も自然に私が担当することにな
った。当初は共通教育という性質をよく考えずに、単に 「共
通」だから、工学部、教育学部(今は教育地域科学部に改名
されたが)の全ての学科、講座の学生が受講できる授業なん
だと思っていた.そのため、どんな専門の学生でも分かるよ
うに、しかも 「環境科学」という授業名に適するような授業
内容にしないといけないことを考えながら、授業内容および
教科書の選定などに随分悩んでいた。というのは、環境と関
わりがある学問ならすべで 「環境科学」の範疇に入るので、
教科書によっては、天文学、地学、物理、化学、生物などの
自然科学は勿論含まれていて、都市の景観や世界の人口問題、
食糧問題、ごみ問題、場合によっては人間関係も 「環境科学」
に含まれている。幾つかの教科書を比較しながら、最終的に
医学博士号を持っている人が書いた 「優しい環境科学」を教
科書にして、更に幾つかの参考書の内容を取り入れ講義する
ことになった。その教科書では最初毒性の話から入って、次
に水の話に入って、特に浄水、ミネラルウォーター、生活排
水などについて詳しく論じられ、また我々の毎日の生活と密
接な関連を持つ食品添加剤とか、食品中の残留農薬とか、喫
煙と癌の関係とかの話もあって、恐らくどんな専門の学生で
も興味があるのだろうと思っていた、勿論、地球温暖化、酸
性雨、オゾン層の破壊等の地球環境問題の話もある。この授
業は最初定員100名だったが、その後118名に増やされ、人
数が多い分、授業中に雑談とか、欠席者が多いのではないか
と不安を持ちながら授業していたが、結果として大人数の割
には静かで、欠席者も少ない。特に真面目にノートを取りな
がら授業終了後質問してくる学生の様子を見るとやはり学生
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が環境問題に大変熱心で、またこの授業の内容はみんな興味
があるのだなと思っている。
色々な環境問題はマスコミにもよく報道され、中学 ・高等
学校でも色々な授業で話されているので、ある意味では学生
はすでに`よく知っている´場合が多い。また、環境問題は
割りと環境が破壊されたという 「結果」がはっきりしていて、
その原因がまだ解明されていないものが多い。例えば、酸性
雨で植物の成長が妨げられるという 「結果」は実験ですぐ分
かるが、なぜそういう影響があるかは意外に解明されていな
い。また、発癌性物質は動物実験で発癌するという 「結果」
もよく確かめられているが、なぜ発癌するかは解明されてい
ない。そういうわけで、大学の授業も結局環境問題の 「結果」
の説明に留まることが多くて、学生から見ると今まですでに
知っていた内容になってしまうこともあるかと思う。これは
この授業の難しいところの一つと感じている。
前述したように、数年前からこの授業の定員数が100名か
ら118名に増やされた。その時使っていた中講義室はすでに
いっぱいに近かったので、なぜ増やさなければいけないのか
と教務関係の事務にきいたが、共通教育科目数が足りないの
で増やさないと学生が必要な共通教育の授業数を取れない可
能性があるというような回答だったと記憶している。個人的
には共通教育科目数を増やして、できるだけ多くの先生が共
通教育を担当するようにしたほうがいいのではないかと思っ
ている。また、共通教育の授業科目数を増やせば、学生がど
の授業に出たほうがいいかと選択する余地も増える。共通教
育の履修生は1年生が多いので、共通教育授業をよくすること
は学生にとっては恐らく4年間の大学生活に大変プラスになる
のではないかと思っている。そういう意味でも、より多くの
先生に共通教育に参加して頂いた方がいいのではないかと
日々感じている。
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